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1. はじめに～本実習の背景と目的 
 

二ノ宮リム さち（環境リーダー育成センター）  

東京農工大学「アジア・アフリカ現場立脚型環境リーダー育成プログラム（FOLENS）」は、「現場で、

地域の住民の目線に立ち協力しながら、十分な知識に基づいて問題を的確に把握し、技術と広い視野を持

って実効性の高い環境対策・政策を提言し、実現できる人材の育成」を目標に掲げる大学院生向けの教育

プログラムです。在籍する学生は、アジア・アフリカを中心とした世界各地から集まる留学生と日本人学

生がほぼ半数ずつで、専攻は農学・工学の理系・人文社会系、多様な分野に渡ります。入学前に既に社会

人として経験を積んでいる者も特に留学生には多く、それぞれが様々な経験や視点を持ち寄り、意見を交

換しながら、ともに学び合っています。 

「農村社会調査実習」は、この FOLENS が提供する国内実習の一つとして、今年度初めて開講しました。

これまで、FOLENS では、土壌や水質などの計測・分析や廃棄物処理などの環境技術をテーマとした国内

実習を実施してきましたが、本実習は、環境問題を理解し対策に取り組む上で欠かせない「社会と人」の

理解に焦点を当てるものです。「社会と人」を理解するということは、土や水を採取して計測したり、技

術的な実験を行うこととはだいぶ異なります。本実習では、まず、たった数日の実習期間中に、ある現場

の「社会と人」を理解できると考えるのはおこがましいという認識から、それよりも、実習を通じて学生

らが訪問先の人々や社会から学びながら、人や社会を理解することの難しさと重要性を体感し、必要な姿

勢や視点を身につけることこそが目指すべき到達点であろうと考えました。 

初年度の実習地として、水俣を訪問させていただきました。水俣は、日本が経験した最も深刻な公害問題

の地として、またその経験にもとづく様々な取組から現在は先進的な環境都市として知られます。将来、

アジア・アフリカ地域の環境リーダーとして活躍することを目指す本プログラムの学生にとって、水俣の

社会や人々のこうした経験から学ぶことは、大きな意味を持ちます。さらに、水俣には「地元学」という、

地域と人を地元の人々自らが理解するための注目すべき実践があり、これは厳しい水俣病問題からの立ち

直りにつながる取組でもあります。本実習では、水俣の社会と人々の経験に学びながら、「地元学」のプ

ロセスを（ほんの一部ですが）体験し、人や社会を理解するための姿勢や視点を身につけるという重層的

な学習をできるだけ実現しようと、2 回の事前学習に続く 3 日間の訪問期間中、現地での調整全般を引き

受けてくださった小里アリサさん、地元学について厳しく優しく指導してくださった吉本哲郎さんをはじ

め、水俣の多くの方々にお世話になりながら、大変密度の濃い実習を行いました。本報告は、この経験を

通じて学生と教員が何を感じ、何を得たかをまとめたものです。この報告が、水俣の方々への感謝状とな

り、また、今後の環境人材育成への何らかのヒントとなることを願います。 

なお、学生による報告は、生の声を活かすため、できるだけ原文のまま掲載しています（英文は教員が日

本語に翻訳）。一部、認識の誤りや失礼な表現等があるかもしれませんが、ご容赦いただければ幸いです。

お気づきの点がございましたら、本書最終頁の連絡先までお知らせいただきますよう、お願いいたします。  



 
 

2. 本実習の概要・スケジュール 

i. 事前講義 

日時：2012 年 7 月 3 日（火）16:30-18:00（5 限） 

場所：東京農工大学府中キャンパス 本館 22－A 

内容： 

水俣実習の背景に関する講義・ビデオ上映 

- 水俣病～歴史と背景 

- なぜ？なに？水俣地元学 

学生発表のグループ決定 

 

ii. 学生発表 

日時：2012 年 7 月 18 日（水）13:00-14:30（3 限） 

場所：東京農工大学府中キャンパス 2 号館 N103 

内容： 

学生による発表～アジア・アフリカ地域の公害と人々や社会に対するその影響 

- 中国・内モンゴル 

- タイ 

- アフガニスタン 

- ウズベキスタン 

- モザンビーク 

水俣実習の概要 

 

iii. 水俣実習 

日時：2012 年 7 月 24 日（火）～26 日（木） 

協力：水俣市・水俣市立水俣病資料館 

内容（詳細は次のページ）： 

1 日目～水俣病について学ぶ・資料館 

2 日目～地元学研修・吉本哲郎氏による指導 

3 日目～地元学研修ふりかえり 

 現在の水俣を学ぶ・JNC 訪問 

 

  



 
 

水俣実習スケジュール詳細 

（時間はおおよそ） 

７月２４日（火） 

７月２５日（水） 

時間 活動 講師 

7:00 起床・朝食・そうじ  

8:30 地元学の進め方説明  

・あるもの探しについて：何を調べ、どのように行

なうのか確認 

・地元の方、リーダー紹介 

地元学リーダー： 

天野浩氏（天の製茶園・水俣市環境マイスター） 

井上克彦氏（竹細工職人・水俣市環境マイスター） 

遠藤邦夫氏・満島朋子氏・木下氏（水俣病センター

吉本哲郎氏 

小里アリサ氏 

 

時間 活動 講師 

10:00 熊本空港より水俣へ移動（バス） 

水俣研修オリエンテーション・地元学講話 

吉本哲郎氏（地元学ネッ

トワーク主宰） 

11:30 水俣着／昼食（たけんこ）  

12:20 少林寺道場に荷物搬入  

12:30 市立水俣病資料館見学 小里アリサ氏（水俣自然

学校） 

13:30 水俣湾埋立地親水護岸見学 小里アリサ氏 

14:00 親水護岸出発  

14:15 水俣病センター相思社着 

水俣病事件の概要と市民の取り組み 

遠藤邦夫氏（水俣病セン

ター相思社） 

16:15 相思社出発  

16:30 茂道着・杉本雄さんのお話 杉本雄氏（杉本水産・水

俣病資料館語り部） 

18:30 茂道出発  

18:50 少林寺道場着  

19:30 夕食  

20:00 水俣の印象のまとめ・翌日のスケジュール説明・班

編成・地元学講話 

吉本哲郎氏 

 

22:00 入浴・就寝  



 
 

相思社） 

竹下昭博氏（水俣市立水俣病資料館） 

池﨑翔子氏（水俣市役所） 

福井隆氏（農工大客員教授） 

9:00 班ごとに分かれて明神に住む人たちの聞き取り 

吉永理巳子氏・大矢ミツコ氏・嶋田とし子氏 

前田和昭氏 

 

12:00 昼食  

13:00 絵地図づくり・こうなったらいいなの提案 吉本哲郎氏・リーダー 

18:00 絵地図発表 

留学生の母国の公害問題の発表？ 

吉本哲郎氏 

地元の方々 

20:00 夕食（地元の方々と BBQ）・入浴  

22:00 就寝  

７月２６日（木） 

時間 活動 講師 

7:00 起床・朝食  

8:30 振り返り～一日目と二日目で思ったこと、気づいた

こと、驚いたこと。これからしたいこと、自分の地

元や自国でどう活かすかなど 

吉本哲郎氏 

小里アリサ氏 

福井隆氏 

10:45 講評 吉本哲郎氏 

11:00 道場片付け 

市立水俣病資料館へ絵地図贈呈 

小里アリサ氏 

 

12:00 出発・昼食（たけんこ）  

13:30 JNC（前チッソ）株式会社 講義・見学  

15:30 出発  

 
 
 
 

  



 
 

3. 参加者リスト 

 
日本語氏名 呼名 専攻 国籍 

ﾅｰｹﾞﾝ ﾊﾟﾄﾑﾗｯｸ Tiew（ティウ） 
農学府・物質循環環境科学

／国際環境農学 
タイ 

ｱﾝﾄﾆｵ ﾏﾆｭｴﾙ ﾄﾞｽ ｻﾝ

ﾄｽ ｼﾞｭﾆｱ 
Antonio（アントニオ） 農学府・国際環境農学 

モザンビーク共

和国 

ｼﾞｪｲｹｰｳ ﾋﾟﾔﾇｯﾁ Nuch（ヌッチ） 農学府・国際環境農学 タイ 

ｼﾞｮﾘﾍﾞｺﾌ ｳﾗｼﾞﾐｰﾙ  Vladimir（ウラジミール） 農学府・国際環境農学 ウズベキスタン 

王 吉格木德 Jigemude（ジゲムド） 農学府・国際環境農学 中国・内モンゴル 

大倉 芙美 Fumi 農学府・国際環境農学 日本 

陶野 理美 Rimi 農学府・国際環境農学 日本 

塚野 桂 Katsura 農学府・国際環境農学 日本 

迎 春 / ｲﾝ ﾁｭﾝ Habura（ハブラ） 農学府・国際環境農学 中国・内モンゴル 

ﾎﾟﾔ ｸﾞﾗﾑ ﾎｯｻｲﾝ Poya（ポヤ） 農学府・自然環境保全学 アフガニスタン 

青木和也 Kazuya 工学府・応用化学 日本 

上村美羽 Miu 工学府・応用化学 日本 

樋口亮 Ryo 工学府・応用化学 日本 

阿部 ちひろ Chihiro 工学府・応用化学 日本 

武藤 元貴 Genki 工学府・応用化学 日本 

山田 啓介 Keisuke 工学府・応用化学 日本 

山本 理博 Masahiro 工学府・応用化学 日本 

   
 

山田 祐彰   農学府・国際環境農学 講師 日本 

及川   洋征   農学府・国際環境農学 助教 日本 

二ノ宮リム さち   FOLENS 特任助教（コーディネーター） 日本 

  



 
 

4. 学生の報告 

ナーゲン パトムラック（農学府 国際環境農学専攻／物質循環環境科学専攻・タイ） 

■水俣でのフィールドワーク 

この実習は、学生に熊本県水俣を訪れる機会を与

えてくれました。水俣は、工業の過程で海水中へ

汚染物質が排出され、海洋生物の中に有機水銀と

して蓄積されたという深刻な公害の影響を受けた

地域です。「地元学」が、地元の人々の中へ可能

な限り入り込み、理解をするためのツールとして

用いられました。 

 

この訪問を通じて、私は漁村地域の考え方と地元

学における３つの重要な点について学ぶ新しい経

験を得ました。地元学の活動は、「見る」「考える」

「作る」から成っています。 

 

過去、水俣は対策や解決がとても難しい深刻な環境問題に直面しました。その影響である

水俣病や経済問題は、今も完全に解決することなく残っています。しかし、この地域に暮

らす地元の人々は、状況を避けたり逃れたりすることはできないため、生活を適応する必

要性に迫られてきました。 

 

私はタイから来た留学生で、今回が初めての水俣訪問でした。本当に、私は水俣の風景（写

真１）と親切な人々に感銘を受けました。水俣には美しい自然と人々がありました。もし

も水俣病の被害者やチッソといった証拠がなければ、この地がそのような大きな環境問題

による影響を受けたところだとはとても信じられないでしょう。私は水俣病に関する基礎

的な知識についても学びました。市立水俣病資料館で

より明確に理解することができました。展示された被

害者の写真やデータから、地元の人々が水俣病によっ

て苦しめられたことも確かにわかりました。さらに、

地元学の活動から、地元の人々の意見を聞き学ぶよい

機会を得ることができました。これは、私がこの訪問

で経験した、とてもよい活動でした。 

 

 

写真 1 水俣の海辺 

写真 2  ちりめん製造の様子 



 
 

■地元学：参加型コミュニティスタディ（見る、考える、作る） 

私たちのグループはちりめん工場を経営している漁民の方を訪問し、また厳しい時代を水

俣で過ごした高齢の農民の女性と話す機会を得ました。こうした活動から、私の地元学に

対する理解はより明確になりました。 

見る：既にあるものを探すほうが、失くしたものやないものを探すよりもよい 

考える：自由発想によって既にあるものを支える新

しい発明やアイディアを容易に生み出すことがで

きる 

作る：大胆に行動することでその発明を確認し実現

する、また他人を変えることはとても難しいので自

分自身を変える 

 

これらは、私が地元学から学んだいくつかの基本的

な考え方です。地元学は学生にとっても地元住民に

とっても大変面白い学習方法だと思います。この手法を通じて、経験や知識、意見を共有

して、問題への答えを見つけたり新たな解決策を作り出すことができます。 

 

■おわりに 

このような素晴らしい実習を準備してくれた FOLENS に感謝します。実習中は、大学の研

究室では当たり前にある冷房がなく、ひどく暑くて焼けてしまいそうでした。でも、いつ

でも海を見ることができるというのは、東京ではあり得ません。これはよかったです。食

事は、米を炊くところから始まって、自分たちが食器洗い機になるところまで、全て自分

たちでやらねばなりませんでした。これはとても楽しく、新しい友人が大勢できました（シ

ーフードが美味しかった）。就寝時間までプレゼンテーションなどを通じて学び、常に学

ぶ姿勢を持つことができました。最後に、この実習を履修してたくさんの新しく素晴らし

い事柄を吸収することができ、とても感動し、嬉しく思います。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

 

アントニオ マニュエル ドス サントス ジュニア（農学府 国際環境農学専攻・モザンビ

ーク） 

水俣では、生態系を回復させ、被害者に補償する取組が進んでいますが、これらは「決し

て水俣の正義をもとに戻す」ことにはなりません。どんな取組も、水俣湾にチッソが流し

写真 3 地元学研修でのグループ活動 



 
 

た有機水銀によって汚染された海産物を食べて毒におかされた罪のない人々に、生活や健

康を返すことはできないのです。 

水俣の惨事は、現在そして将来の世代が自分たちの行動とその結果を考える機会となるべ

きです。私たち人間は、災難を予見して防ぐ能力を持っています。結果が出てそれが改善

されることを待つのではなく、防がなければならないのです。 

生産工程において、第一に最も大切なのは持続

可能性、つまり、環境を傷つけることなく生産

をするということです。これは、将来世代のニ

ーズを満たす機会を損なうことなく、今日の生

産を行うということです。企業のゴールは利益

ですが、全ての企業はまず持続可能性を達成し

なければいけません。経済的な成果だけではな

く、全て（経済、社会、環境）を組み合わせね

ばならないのです。 

もしも企業が消費者や労働者を殺したら、何が

起こるでしょうか？誰が会社を運営して生産

するのでしょうか？誰が製品を消費するのでしょうか？もしも企業がそのようなやり方を

したら、企業自身も死んでしまうだろうということがわかります。 

水俣の悲劇において、チッソは多大な責任を負っていますが、結果的にはチッソはただの

大きな敗者となりました。 

- 「生産経費の削減・節約」を求め、水俣湾に未処理の工業廃水を直接流したことにより、

チッソは結局さらに高いコストを払うことになりました。水俣湾に廃棄した汚染物質を

除去し浄化するための経費を部分的に負担せねばなりませんでした。 

- チッソは被害者への補償をせねばなりませんでした。補償金は、チッソによって支払わ

れたことによる象徴的な価値しか持たず、罪のない被害者へ生活や健康を返すことはで

きません。 

- この出来事によって、チッソの企業イメージは完全に傷つきました。 

政府やその時代そのものにも水俣の惨劇に対する責任があったと私は思います。 

写真 1 水俣湾埋立地 



 
 

- 政府は、チッソの生産工程を定期的に監視し環境破壊を防ぐべきでした。しかし、そ

のようなことは行われなかったようであり、それは恐

らく、当時は人間活動と環境汚染の間の関係性につい

ての認識や配慮があまりなかったことによるのでしょ

う。 

水俣湾や周辺の水から水銀が取り除かれ、環境危機が

解決した今、未来を見据えるときです。水俣には、例

えば、温暖な気候、森林の豊富で多様な自然資源（写

真２）、海洋資源、農業に適した耕作地（写真３）と

いった、大変大きな潜在力があります。水俣には、エ

コツーリズムにふさわしい独特な自然美もあり、持続

可能で環境にやさしい産業を根付かせる可能性がある

のです。 

水俣の新しい世代は重要な役割を果たします。過去の

悲劇にもとづく水俣のイメージを、持続可能な発展の

柱としてのイメージに変革せねばなりません。 

私は水俣の出来事による犠牲者のための記念碑（写真

４）や資料館が好きです。これらは、水俣の悲劇によ

る犠牲者に敬意を表するシンプルでユニークな方法だ

と思います。地元の方々が、日々、水俣が訪問者を歓

迎することや水俣の可能性を見せようとしていること、

特に地元の産品を消費することに何のリスクもないこ

とを説明するために努力されていることを見て、私は、

残された人々が水俣の名声に名誉と誇りを持っていることを感じました。とても創造的で、

働き者で、謙虚な水俣の人々のことを、私は本当に好きです。 

近年、私の国モザンビークは急速な開発の渦中にあり、経費を節約し生産を増加するため

に環境を侵害する例があります。環境にやさしい考え方への変化が、モザンビークや世界

中で起こることを祈ります。水俣の悲劇が、世界中の将来の過ちを防ぐための事例となる

ことを祈ります。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

写真 2 森林資源・材木置き場 

写真 3 水俣の稲作 

写真 4 埋立地への訪問 



 
 

ピヤヌッチ・ジャイケウ（農学府 国際環境農学専攻・タイ） 

水俣でのフィールドワークでは、公害管理、政府の支援、コミュニティの管理についての

知識と理解を得ました。有機水銀が水俣湾に流れ込んで土水を汚染した経緯とその解決法

について学びました。また、地域の人々がいかにそれぞれの自給的生活を守り生活してい

るか学びました。 

 

実習で接した人々が、美しい海で過ごしており、ここで本当にこのような環境問題が起こ

ったとは信じられませんでした。現地ではたくさんの魚がいて海の色もきれいでした。地

元の人々によると、多くの植物種、食用や非食用のもの、薬草等も有りました。生産方法

は私の故郷とはずいぶん違っています。このような新しい知見は、新しいアイデアにつな

がると思い、地元の方々が生産物を見て喜ぶ姿は印象深かったです。また、地元の方はコ

ミュニティの中で自立して生活することで、生活の自信につなげていることに感心しまし

た。私の国と人々にもこのような問題を理解する手法を学ぶことができればと思いました。

私の国では、問題を理解して解決する前に、しばしばその土地を離れてしまいます。私た

ちの社会は、このような事例を忘れてはならないと思いました。 

 

この実習で得られた知識は、自然をよく理解することにより、現在か将来起こるであろう

開発と環境問題に対応することができるということです。水俣はそのよい例であり、この

ような学習は、地域の人々が生活するうえでの自信にもつながります。地方や国の機関は、

現地の人々の健康を調査する責任があると思いますが、現地の人々は明るく過ごしていた

のが印象的でした。 

 

最後に、引率の先生方、またこのプログラムに対して感謝申し上げます。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

ジョリベコフ ウラジミール（農学府 国際環境農学専攻・ウズベキスタン） 

今回の実習の最も重要な目的は、水俣市と水俣病について学びを深めることでした。水俣

病に関連する様々な場所を訪問し、全体的な情報や、様々な組織に関する知識、それらの

目的や活動について学ぶことができました。最も重要だったことの一つは、地元の方々か

ら学ぶことでした。 

 

得たこと： 

 水俣の環境に関する大惨事の場での学生への教育がいかに行われるかを見ることがで

きた 



 
 

 水俣の人々の文化や伝統の価値の素晴らしさがわかった 

 近年の惨事によってもたらされた社会のもつれについて意識を高め理解を深めること

ができた 

 チッソへの訪問を通じて水俣病に関する理解をさらに深めることができた 

 

提案： 

 様々な機関や大学による水俣へのスタディツアーをたくさん実施すること 

 水俣でたくさんの国際会議を開くこと 

 漁業を拡大すること 

 エコツーリズムを発展させること 

 歴史的な場所や物を保存すること 

 

結論： 

今回の実習は、意義ある実り多いものになりました。私たち学生は水俣を訪れ、地元の人々

と出会う貴重な機会を持つことができました。私たちの実習を支えてくださった方々と先

生方に感謝します。 

 

 
 

水俣の人々へ、将来の繁栄をお祈りします！ 

-------------------------------------------------------------------------------- 

 

 



 
 

王 吉格木德（農学府 国際環境農学専攻・中国内モンゴル） 

水俣訪問を通じて、私たちは水俣について議論し、特に水俣病について、話し合いました。

皆が知っているように、水俣病はチッソ水俣工場から不知火海へ流された排水中の水銀が

魚やそのほかの海洋生物の組織中に蓄積さ

れ、地域住民がそれを食べたことによって起

こった水銀中毒です。 

 

今回私たちが学んだように、水俣は人災によ

って被害を受けた町です。それにより水俣の

人々は大変苦しみました。1956 年、水俣で

正体不明の病気の発生が確認されました。

人々はたくさんの社会的な問題や絶望の時

を経験しました。しかし、人々は負けませんでした。それどころか、さらに結束を深めま

した。私たちは、彼らが実にいかに強いかということに感銘を受けました。ここから、深

く考えねばなりません。環境汚染はもちろん予防することが大切です。私たちは皆、環境

汚染をいかにできるだけ早く予防するかを考えておかねばなりません。また、難しいこと

ではありますが、問題は人々が生きているうちに解決することが重要です。 

 

さらに政府は、人々の命を救うため、水俣

病救済制度の対応を急速に進めるべきで

す。それに加えて、政府は失敗の原因（な

ぜ海が汚染されたのか、なぜすぐに対策を

打たなかったのか）と同じ失敗を繰り返さ

ないために何をすればよいのかを明らか

にして、安全を保証せねばなりません。ま

た、環境保護に関する法律や規制を発布、

施行し、環境に関する法を継続的に改善し、環境法や規制が効果的に行使されるよう、厳

格な処罰の手順を策定して取り締まりを強化する必要があります。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

大倉芙美（農学府 国際環境農学専攻・日本） 

水俣での実習が終わった時、私が今までに得てきた水俣の知識はとても限られたものだっ

たと気付いた。水俣病は公害の一つで、未だに多くの人々が水俣病で苦しんでいる。その

ような知識しかなかった。しかし、この実習を通して水俣病が水俣の人々にもたらしたこ



 
 

とを深く様々な視点から知ることができた。まず、多くの被害者の方々の生の声を聞いた

り、知ったりすることができた。彼らの悲しみや耐えがたい経験には本当に胸が詰まる思

いがした。特に、被害者の方が書かれた詩は、どんなに深い悲しみだったか、ありありと

表現するものだった。親にとって、子どもが水俣病で苦しみ、死んでいく姿を見ることは

どれほど辛いことだっただろう。また、水俣病患者のおばあさんのお話を間接的に、一部

を聞くことができたが、おばあさんが経験した苦難や寂しさを想像すると、涙が出てきた。

そして同時に、おばあさんのその困難を乗り越える強さに感銘した。次に、水俣にある沢

山の“あるもの”を知ることができた。親切な人々、きれいな海、沢山の種類の木々、植

物そして昆虫を知ることができた。これらの事を考えると、水俣に住んでいる人々が、水

俣を愛し、水俣市を活性させようとしていることがとても理解できる。また、水俣の人々

の生活が海と密接していることを学んだ。特に庭先から海へと続く坂は、水俣の人々と海

との深い関係を象徴するものであり、忘れられない光景となった。私は内陸で育ち、都市

に住む人間であるため、水俣を訪れなければ、水俣の人々の生活を想像することは難しか

っただろう。加えて、チッソで働く女性から伺った話によって、水俣の人々がどのように

考え、どのように病気とともに生きているのかを知ることができた。この様な機会がなけ

れば、私は水俣病が水俣の人々の生活の一部となっており、また、そこに被害者と加害者

の明確な線など存在しないことを理解できなかっただろう。これら水俣での経験は、私が

自分の研究を進めるにあたって大切な教訓を与えてくれたと思う。時には本や資料が真実

を伝えることができず、また意図していなくても、数ある真実の内、いくつかが歪められ

ている可能性があることである。私は、この事を理解しているつもりだった。しかし、こ

の実習はその事を強く痛感させてくれた。状況を理解するためには、直接現場を訪れ、見

ることが必要だし、多くの方の意見やお話を聞く必要があるだろう。そのためには、地元

の人々の助けが必要不可欠である。今回の実習は数日であったが、水俣についての多くの

ことを知ることができた。これは、コーディネーターの方、快くお話を聞かせて下さった

地元の方々がいらっしゃったから、私達は全体的な水俣の像を短期間でつかめたのだと思

う。つまり、私が自分の調査地に入っていき、知ろうとするならば、調査地の現状を掴む

ために様々な困難に直面するということだろう。しかし、それは乗り越えるだけの価値が

あるとこの経験から感じたので、様々な視点から調査地を知る努力をしていきたいと思う。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

陶野理美（農学府 国際環境農学専攻・日本） 

日本人であれば、水俣病について一度は学んだことがあると思います。私も小学校の教科

書で読んだ記憶があります。今回の実習では、そうした知識としての公害以上に、そこに

生きて来られた方々にとっての‘水俣病’を深く感じることができました。 

 



 
 

留学生と私たち日本人が一緒に、水俣病の生き証人の方々のお話を直接伺うことは、かけ

がえのない経験でした。私は、名前が同じりみ子さんのお話を聞かせて頂きました。小さ

な頃から、家の前に広がっていた水俣の海で、学校が終われば釣りをしたり泳いだりして

いたと話して下さり、そこが汚染され埋め立てられてしまった今でも、「水俣の海が好き」

と仰っていました。これはりみ子さんに限らず、お話を伺った多くの方が同様に仰いまし

た。「水俣の海」は、地元の人々にとってとても大切な存在だったことを改めて認識し、

当たり前の海が汚染されてしまったことは、病で体が冒され、あるいは家族を失った悲し

みに次ぐ喪失感であったのだろうと感じました。 

 

しかし、加害者であるはずのチッソに強い怒りを露わにする人が少なかったことには驚か

されました。家族を失い慣れ親しんだ風景をなくし、それでも自分が経験した水俣病につ

いて淡々と語って下さり、これまで写真やビデオ等の媒体で得た陰惨なイメージとは少し

異なる部分に触れた気がしました。 

このように、地元の方の話を伺い、その観点から水俣や水俣病について学んだことが私に

とって新鮮な経験でした。対象把握の方法として、今後自分の研究でも活かせたらと思い

ました。 

 

また今回の実習では、チッソ側の話も聞く事ができました。チッソが水俣病について語る

こと自体驚きでしたが、会社が私たちを迎え入れてくれたのは予想外でした。私はこの機

会を逃すまいと様々な質問をしましたが、全て率直に答えて頂けたと思います。地元の必

要により、チッソが存続していることも納得できました。新聞記事やテレビのニュースを

通して、長年学び良く知っていたつもりの水俣の公害でしたが、これまで、包括的な理解

が十分でなかったと反省しました。今後、自分の研究を続ける上で、その姿勢について改

めて考えさせられました。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

塚野 桂（農学府 国際環境農学専攻・日本） 

鹿児島で育った私にとっては、水俣病は他人事とは思えない公害問題である。鹿児島県で

も水俣付近の住民に患者がいるからである。子供の頃から、ニュースでもたまに見ること

があった。そのため、水俣という地名を聞くと、水俣病がすぐに思い浮かんでしまうくら

いだった。 

 

今回の実習では座学ではなく、現地に行って現地の方々から、水俣病の病状や歴史、それ

に関わる様々な立場の人々、暮らしの変化などを聞くことができたのが、本当に良い経験

であった。 



 
 

 

最初に思ったことは、私たち第三者がそれぞれの立場を理解するというのは難しいことで

あるし不可能なのではないかということである。当事者でさえ立場の違い故の考えの違い

を理解するのが大変で困難である。私たちは、それぞれの立場の人の考えを聞いたり見た

りして「知る」ことはできてもそれを「わかる」ということはできないのではないか。こ

れは悲観的に考えているわけではない。完全にお互いの考えをわかることができないから

こそ、わかり合おうという気持ち・姿勢が重要なのであると思う。 

 

特にそれを感じたのは、チッソに行ってお話を伺ったときである。今まで、被害者である

方のお話しか聞いたことがなかったし、小中学校の授業でも、被害者側の立場からしか話

を聞くことができなかった。そのため、最初は悪いイメージしかなかった。 しかし、今

回チッソに行ってお話を伺い、物事を完全に白黒つけるのは難しいと思った。チッソに行

くことで自分が知らなかった立場の人の話は考えを改めるきっかけとなった。だから、わ

かろうとすることは重要であると思った。しかし、「あの時なぜ」と過去を省みると、私

には理解できないこともたくさんあった。個人レベルではどうにもならなかったことであ

るということかもしれない。 

 

また、患者の方の中でも、単に「患者」とひとくくりにできないような様々な立場がある

し、考え方もある。そして当事者以外の人たちも立場などによりそれぞれ考え方があると

思う。それぞれを完全に理解できなくても、わかろうと努力することが必要だと思った。 

 

そして、もう一つ感じたことは、地元には色々なものが「ある」のだということである。

私は３月まで鹿児島に住んでいて、１週間のうち４・５日は大学外の田んぼや畑にでてい

たので、田畑のある風景はとても心地よく感じる。水俣は田畑だけでなく、海も見える素

敵なところだと思った。しかし、田舎の風景というものは作物や気候が違っていたとして

も、それほど大きな違いはないと思っていた。しかし民家に入ってお話を伺うだけでも本

当に色々なものがあるのを知った。これは、単に数値やデータの資料だけでは決してわか

らないことで、そしてとても重要な要素であると思う。 

 

また、地元学は「あるものを組み合わせて新しいものをつくる」ということだった。これ

は、地元の人と一緒になって考えたり話したりしないと不可能なことである。 

 

現地に入ることはわかることに一歩近づくことだと思うし、新しいものをつくることは、

地元の人ともに歩むということである。 

 



 
 

私は、農学部で研究をするにあたって、科学の最先端より現場の最前線にたつような研究

がしたいと思っている。そしてそれはとても難しいことであるとも思う。 

 

今回の実習では、私が目指す研究のヒントがたくさんあったと思う。それを無駄にせず、

単なる１回の実習とせず、それを活かした研究を自分で模索し実践することが、お世話に

なった方々に恩返しすることの一つであることを心に留めておきたい。 

 

本当に多くの方々のご協力ですばらしい経験をすることができた。お世話になったすべて

の方々に深く感謝いたします。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

迎 春（ハブラ）（農学府 国際環境農学専攻・中国内モンゴル） 

私の名前は Habura（迎春）、内モンゴル出身です。三日間の訪問で、私は地元の人々への

理解を深めることができ、いろいろ勉強することができました。今回の現地調査は私にと

って忘れられない、貴重な経験になったと思います。 

 

私は、FOLENS プログラムに参加する前には、水俣病について聞いたことがありませんで

した。しかし、今回、水俣病のビデオを見て、最初少し恐怖を感じ、ビデオが終わる頃に

は、泣いていました。水俣の子どもたちや、美しい海が経験しなければならなかった苦悩

を感じ、環境や命を傷つけた原因に怒りを覚えたからです。それから私は、地元の方々を

訪問することを決心しました。 

 

7 月 24 日、私は、水俣市に来ました。水俣市の自然は緑で、空気は新鮮でした。３日間、

現地でインタビューなど直接人々と触れ合って、ビデオで見ていたイメージとは全く違う

ことに気が付きました。 

          
 

地元の人々は温かくて元気でした。どこでもとても自然が美しく、美しい建物が見られま

した。 



 
 

 

           
 

地元学実習では、我々のチームと地元の人と一緒にグループに分かれて、現地調査やイン

タビューを行いました。目的は「あるものを探し」「小さなものを大事にする」ことでし

た。枠組みを壊すこと、自由な発想、大胆な計画、慎重な実行が大切だと教えられました。

最後に、各グループが、自分たちの想像を超えた、ユニークなスタイルのポスタ―を作り

ました。 

     
 

しかし、私は、重要なのは結果ではなく、プロセスだったのだと思いました。実習中、私

たちは心を一つにして、「水俣もっとよくしたい」という同じ目標を持っていました。 

 

3 日間の実習で、私はたくさんのことを学びました。最後に私の感じたことをまとめます： 

 

１．水俣の風景は自然の緑 

２．水俣の街の建物はきちんとしていて美しい 

     
 

３．みなまたの空は青く、海は青い 



 
 

     
 

４．水俣の人々は、海と生き物と一緒に暮らしている 

５．水俣のすべての人々が活力に満ちていて、彼らの人生は情熱と想像力に満ちており、

誰もがより良い故郷を構築しようとしている 

６．JNC 株式会社を見学した後、私の会社に対する理解は完全に変わった。チッソは、環

境や人々の生活に大きな害を与えた会社だとしか思っていなかったが、スタッフの説

明や短時間の訪問の後、私は、この会社が巨大なオペレーティングシステムを持ち、

優れた製品を作り、長い間日本の経済を牽引してきたこと、さらに、地元の人々の生

活に貢献してきたことを理解した。 

   

-------------------------------------------------------------------------------- 

ポヤ・グラム・ホッサイン（農学府 自然環境保全学専攻・アフガニスタン） 

水俣病は、1950 年以来、多くの人々の死と

障害の原因となっていたことを私は知り、

水俣の集落と関係者の方々に対して、直接

お話しを伺ってみたいと思いました。つい

に私の想いは現実となり、水俣に旅行する

機会をもつことができ、日本の文脈におけ

る一地方コミュニティを訪ねました。そこ

で学んだいくつかの興味深かったことを、

以下に紹介します。 

 

１．人々の勇敢さは印象に残りました。夫

と義理のお父さんを水俣病によって亡くし

写真 1 インタビューした方は故郷水俣のた

め勇敢に立ち向かった経験を話してくれまし

た 



 
 

た年配の女性に、私はインタビューしました。彼女は実際に水俣病に脅かされていたので

すが、水俣に根付き、別の地域に移るために家を離れようとはしませんでした。彼女は 18
歳で結婚するまでは、水俣の山村に暮らす少女でした。当時わずか３軒しかなかった漁村

（大矢さんが暮らす明神地区）で暮らし始めるとは考えたこともありませんでした。 
 
現在、86 歳になり、訪問者に対し、漁労や農耕生活の話をしています。水俣病があったか

ら、あなたや他の訪問者が愛する水俣を訪ねてくれたと、彼女が語りました。その時、私

は、彼女の故郷を愛する気持ちを本当に印象付けられました。彼女は水俣を離れず家を守

り、海、山、森、水俣の環境すべてを愛してきたそうです。ある土地の住民はみな、楽し

い暮らしを送るために、故郷を愛すべきで

あることを、私は理解しました。 
 
２．水俣病の結果、このコミュニティと環

境に何が起こったのかを展示する博物館の

ような、水俣病を思い出させるものを建て

る共同事業を見学しました。そのような活

動は災害を記憶することと、環境撹乱のな

かで人的要因が連動してどんな危険が起こ

るかを考えさせるため、水俣を訪ねる人々

や次世代に大切なメッセージを伝えてくれ

るものだと思いました。 
 
３．社会・共同体のイニシアティブ、その背景、地元学の方法を学ぶことは、この訪問の

なかで本当に重要な部分だと実際に参加して思いました。コミュニティにないものではな

くて、あるものを探すという原則に基づいた考え方は、とても論理的だと私は実際に気付

きました。私たちは自由に考えることができて、コミュニティ自身が気付かないコミュニ

ティ生活の周辺のものと環境について、

気付くかもしれません。この農村コミュ

ニティ開発のアプローチは、完全な科学

的アプローチというものではありません

が、実践的であり、持続的な豊かな生活

と開発のため、コミュニティの潜在資源

を判別するのによい方法です。加えて、

この方法は大きなプロジェクト資金や資

源管理の必要はありません。コミュニテ

ィ自身が資源を管理するからです。 

写真 2 水俣病でなくなった方々の慰霊碑 

写真 3 地元学の成果のポスター発表 



 
 

 
期待以上のものをこのフィールド訪問から学べたと思います。日本の農村地域は、私の国

アフガニスタンの生計資源、公共サービスへのアクセス、コミュニティの構成、人間の能

力の観点からはまったく異なります。しかし、地元学のコンセプトと私が実際に学んだ内

容を応用すれば、生計を天然資源に大きく依存しているアフガニスタンの地方においても

役立つものと考えます。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

青木 和也（工学府 応用化学専攻・日本） 

三方よし、という考え方がある。江戸時代ごろの近江地方の商人たちの商売に関する考え

方だ。取引を行う際には、当事者の売り手と買い手だけに利益が得られるようなものでは

なく、その取引によって社会全体が幸福になるように、という意味である。つまり、買い

手よし、売り手よし、世間よしという理念であり、これがその当時の理想的な経営理念で

あった。 

 

いくら買い手と売り手が儲かったところで、その周りにいる人々が不利益を被るとその取

引は反発を買い、取引を行うことが難しくなる。しかし、周りの人々、社会を顧みずに取

引を行っていった結果、公害という痛ましい結果を引き起こすまで至ったことは非常に胸

の痛む出来事であるといえる。 

 

私が、実際に初めて水俣の土地を訪れた際に驚いたことは、大きく分けて次の三つの点で

ある。 

 １．水俣の海が想像以上にきれいであったこと。 

 ２．住んでいる人たちの生活に昔ながらの知恵が生きていたこと。 

 ３．多くの市民がチッソと協力し合って生きていこうとしていること。 

 

１．について 

これは私の先入観のせいであったといえる。しかし、公害があった場所で埋め立てが住ん

でいるとは言え、綺麗な海になってはいないだろうという先入観が、実際に埋め立てられ

た場所に立ち、海を見てから覆った。海面は穏やかで、小さな魚が見えた。海風が心地よ

く、静かな海で、沈む夕日がとてもきれいだったことが印象的だった。 

 

２．について 

二日目の「あるもの探し」の際、私たちが宿泊していた地域が、昔は岬であった痕跡を探

すことになった。周辺を歩き回ると、雑木林の中に石塁と縞模様の土層を見つけた。石塁



 
 

は港の、土層は昔、海に削られた跡であると考えられた。貝殻を見つけられればと思った

が、そこまでは発見できなかった。また、岬である以上、植物は潮風によってダメージを

受ける。周辺のいたるところにある雑木林は防風林の役目を果たしていたのだろう。よく

見ると、木々の種類も多く、木の病気で林全体が死んでしまわないように工夫されている

のかもしれない。 

 

また、周辺の民家の畑には、背の高い作物は育てていなかった。風に負けないように、背

の低い作物である、芋や玉ねぎなどを中心に栽培していらっしゃった。話を聞くと、昔は

豚なども飼っていたそうだ。驚いたことに、畑仕事をしていた人はみな７０歳を超える方々

であったが、健康そのものであった。昔の生活では、海で魚を獲り、陸では野菜を育てて、

その余りや豚を売って得たお金でコメを買っていたそうだ。多くのものは手に入らないが、

ほぼこのコミュニティの中で必要なものが揃う、一種の完結したシステムのようなものが

あったとうかがえる。昔から同じように生活していると話す高齢者の方々は、代々の暮ら

しの中でその土地の中で最も理にかなった生活を営んでいると感心したのであった。 

 

３．について 

チッソが起こした公害の禍根は消えるものではない。しかしこの２０年でようやく和解へ

と近づいているそうだ。確かに全てに理解を頂けている訳ではないが、多くの組織は友好

的だと水俣生まれの JNC 職員は話していた。 

 

新しいアイディアというものは既存のものの組み合わせである、地元学の中核となる考え

方らしいのだが、これを私が初めて知ったのはドラッカーの本の中であった。研究もごく

一部の最先端を除けば、原理原則の組み合わせだったり、現象を組み合わせることで相乗

効果を目指していたりすることがほとんどである。新しいもの、ないものを血眼になって

探すよりも、今あるものやわかっていることで対処していく。あるものを改良していって

もっといいものを作っていく。そうしてできたものは、使う人にとって最適なものが重要

であるということ。無意味にスペックや数値を求めていくよりも、使う人の声を研究に反

映させたいと思った。 

 

地元にあるものを大事にしていく。そのためには地元を維持していくことが必要である。

人が生活していくためには取引が不可欠だから、その土地に住む人の生活が良くなりなが

らも街も発展していく。三方よしという考え方がこれからの地域社会にとって必要な考え

方ではないかと思った。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

 



 
 

上村美羽（工学府 応用化学専攻・日本） 

今も精神的または肉体的に水俣病に苦しめられている人たちがいる。そして、それでも水

俣という土地で生き続ける人たち、水俣に新しい価値を見出す人たちがいる。そして、水

俣という土地が持つ魅力。そのことを今回の研修で知ることができ、この研修に参加でき

て本当に良かったと感じています。そして研修を通じて、この先も特に心に留めておきた

いと思ったことがあります。 

 

【水俣で生活する人々・土地の複雑で力強い繋がり】 

今回水俣を訪れて凄く感じたことは、「土地・企業・住民、が水俣病発生前も後も密接に

関係し合い存在している」ということです。 

 

私が今まで学校の勉強やテレビ番組で見聞きしてきたような、単純な被害者－原因企業、

訴える側－訴えられる側という関係では無いということです。杉本さんや前田さん島田さ

んそして木戸さん、様々な立ち位置にいた人の話を聞いて、本当に辛いことも悲しいこと

もある決して消し去ることの出来ない水俣病という現実の中で、それでもその場所で暮ら

し続ける人々の強さや郷土愛を強く感じました。また、ゆっくりと、企業側と土地の人が

手を取り合って、自分達の関係性を良い方へ変えていこうとしている事実があることを知

りました。 

 私の生まれ育った東京は人もモノも流動的で、土地・企業・住民が強い繋がりの中で生

活しているというリアルを肌で感じただけで、たったそれだけの事でもガツンと衝撃を受

けました。 

 

【エンジニアとしての責任】 

将来のプラントエンジニアとしての自分の仕事が、単に工場やエネルギープラントを造る

ものでは無く、人々の生活を創ることに関わっているのだという自覚と、その重要さを知

ることが出来ました。このことは私にとって大きな財産だと思っています。 

  

今回の研修でお世話になったたくさんの水俣の人たちに感謝しています。こんな突然来た

よそ者に、貴重なお話をしてくれて本当にありがたいことだと思います。 

また、地元学、そして「あるものさがし」という意味ではあまり貢献出来ませんでしたが、・・

この経験は私の人生の中で非常に重要な経験の一つになりました。自分の周りの人にも、

自分が感じてきた昔と今の水俣のことを話してみたいと思っています。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

 



 
 

樋口 亮（工学府 応用化学専攻・日本） 

我々FOLENS のメンバーは 7 月 24 日〜26 日に水俣へ赴き、過去に起きた水俣病という公害

と、そこから復興した方法すなわち吉本哲郎氏の提唱する地元学について学ぶ実習を行っ

た。このレポートではその中で特に印象深かった内容について述べる。 

 

まず、水俣病はチッソという名の企業によって引き起こされ、被害者への責任を取る事と

なった。しかし、確かに公害を引き起こしたのはチッソだが、ここで非を認めるべきはこ

の企業のみではないだろう。 

 

水俣病が広まった頃から漁師をしている杉本雄氏から当時の詳しい様子を伺った。 

 

水俣病に関する事では集団心理の恐ろしさを感じずにはいられなかった。水俣病を発病し

た人々は周囲の人々から差別された。水俣病の恐ろしいところは、メチル水銀によって身

体に引き起こされる症状もさることながら、感染した人が家族も巻き込みながら周囲の

人々から差別される事であると感じた。また、水俣病の原因がチッソや魚にあると主張し

た人もまた差別や集団からの排斥や不売により孤立させられるという事も聞いた。そこに

は今までと変わらない生活がしたい、それを乱す者は排除したいという人々の想いも込め

られていたのだろう。実際に水俣病の被害に遭った方々は何よりもその周囲からの差別が

辛かったと口を揃えて言っていた。ここではメチル水銀の毒性よりも他人を排除しようと

する人々の差別心に恐ろしさを感じた。 

 

水俣病被害者が増え続ける中でもチッソは排水を止めなかった。新聞にも載らなかった。

聞くところでは、ある記者にスクープ取材をお願いしたところ、その記者は気の毒な事に

解雇されてしまったらしい。おそらく国のような大きな機関からマスコミに圧力が掛けら

れていたのだろう、なぜなら当時は利益や発展を優先していた高度経済成長期だったので、

チッソを止める事は国の発展にも大きな影響をもたらすためだ。ここではチッソという一

企業のみならず、さらに大きな国レベルの原因が水俣病をここまで大きなものにしたので

はないだろうか。人々の安全な生活という尊い犠牲を払って、進歩する事のみを望んだ結

果だろう。 

 

そんな過去に大災害が起きた水俣であるが、現在は自然が豊かで海に囲まれた住み良い街

となっているのが見て取れた。このような美しい街に戻すまでの一端を担っていたのが吉

本哲郎氏の提唱する地元学だった。地元学とは、今自分のコミュニティには何があるのか、

何ができるのか、自分の足下を明確に理解するための方法だ。水俣病は差別や嫌悪、拒絶

が取り巻かれ、人々の心は枯れきっていた、そこで地元学によって水俣を理解する事が必



 
 

要だった。自分のコミュニティを理解できれば、より良くする事もできる、愛する事もで

きる、変化にも柔軟に対応する事ができる。そして自分たちに在るものが理解できれば、

あるものと在るものを組み合わせて新しいものを生み出す事もできる。この考えに基づい

て水俣は復興の道を歩み、現在ではトップレベルと謳われる環境対策が行われる地域とな

った。 

 

我々も実習の中で地元学を体験した。実際に水俣に暮らす人々から現在の暮らしや当時の

様子を聞いて廻った。その中で、特に印象的だったのは嶋田トシ子さんから聞いた話だっ

た。彼女は偶然畑仕事から帰るところで我々に付き合って下さった親切な方である。彼女

は水俣で戦争と水俣病を経験していた。話によると、水俣病が広まる前は海岸にイルカが

来るような海だったそうだ。しかし、公害を押さえ込むための埋め立てにより海岸は変形

し、海の様子は変わってしまったらしい。彼女自身も水俣病の被害に遭い、ちょうどバイ

クに乗っていた時に痙攣を起こし、バイクから転落してしまったらしい。しかし、その後

数時間の記憶を失っただけで、無傷だったそうだ。何ともたくましい方である。さらに戦

時中では老兵に鞭を振るう将校が気に喰わず、腕に噛み付いたそうだ。これには将校も唖

然とし、鞭を振るうのを躊躇ったそうだ。他にもここに書き切れないほど勇敢な話の多い

方だった。 

 

私は今まで道行く人に声をかけた事は無かったが、偶然であった人にこんなに面白い話を

聞かせてくれるとは思わなかった。実際に自分の目で見る事、そこに住んでいる人に声を

かけて話を聞いてみる事、そしてその土地を理解する事が地元学の真髄である事を感じた。

なぜならこれらの方法は本で見た事やテレビやニュースで聞いた事とは代え難い、リアリ

ティの在る生の声を聞く事ができるためである。私は自分の故郷に関しても地元学を使い、

もっと自分の故郷を知りたいと思った。 

 

最後に、水俣病は進歩を求めすぎた結果により引き起こされた大災害であり、多くの患者

が苦しんでいるのが現状だ。しかし、人々の心は再び蘇り、現在のような美しい街へ復興

する事ができた。それから 60 年近く経つ現在でも、利益を求めすぎた結果として原発の事

故が起きた。今日では放射能に汚染された地域の復興の策が模索されているが、水俣のよ

うに美しい街と呼ばれるようなところまで直ってほしい、そして、もう二度と平穏な暮ら

しを願う人々を進歩の犠牲にしないでほしいと願うばかりである。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

阿部 ちひろ（工学府 応用化学専攻・日本） 

水俣実習では以下に示したような印象的な体験をたくさん経験できた。  



 
 

 

水俣実習に参加する以前は、水俣病被害者とチッソは完全に対立した関係にあると考えて

いた。しかし、実習に参加し、水俣病被害者大矢さんの経験談や、チッソ株式会社の水俣

への貢献の話を聞く過程で、被害者と加害者を明確に分離するのは不可能であり、さらに

チッソと市民がお互いに共存の関係にあることが分かってきた。とくに大矢さんについて

は、旦那様とお義父さまを水俣病で亡くされたにも関わらず、水俣病のおかげでたくさん

の人々が水俣に訪れてくるようになったり、水俣病によってうれしいことも増えたとおっ

しゃっていた。以上の経験から、実際に現地に赴き調査するからこそ分かることが多くあ

ることに気付いた。この経験を踏まえて、机上だけで考えてしまいがちな自分の研究につ

いても、実際に使用されるものだということを念頭において研究を進めていかなければな

らないと感じられた。 

 

また、水俣実習中、吉本哲郎地元学をご本人から学んだ。吉本さんは地元を良くするため

には既に地元に“あるもの”を使うべきであるという、“地元学”とその実習である“あ

るもの探し”を教えて下さった。現在日本が発展途上国などで行うインフラ整備などでは、

地元にあるものではなく別の場所から技術や装置を取り入れることを重要視しているよう

に感じられる。しかし、吉本地元学を学んだ今、私たち日本は発展途上国に元々存在する

ものを重要視してインフラ整備をすべきだという考えを持つようになった。私は将来の職

業の選択肢の一つとして発展途上国のインフラ整備を考えている。もしインフラ整備の仕

事に就くようなことがあれば、吉本地元学は私の未来大いに役立ってくれると考えられる。 

    

吉本地元学では、調査対象者の生の声が大切にされる。実際、大矢さんをインタビューし

た際、大矢さんの水俣方言混じりの生の声に説得力を感じた。このような指導と経験から、

調査したことを他人に伝える際には、本物の声を大事にすべきだということが分かった。

自分の研究生活では人に伝える立場になる機会が多い。そのような機会には、本物の声を

伝え、他人により物事が伝わるように心掛けたい。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

武藤元貴（工学府 応用科学専攻・日本） 

北国秋田出身の私にとって今回の水俣実習は初めての九州、初めての南国であったため、

様々な新発見があった。熱帯や亜熱帯に茂る植物や暖竹（ダンチク）、バリやアラカブな

どの魚など、始めて見て触れる南国の自然にとても驚いた。また緑茂る畑から青い海を眺

望できる地形は水俣ならではの絶景スポットだといえる。これら自然の美しさは、かつて

この地で四大公害のひとつである水俣病が発生した歴史を払しょくするほどだった。 



 
 

 

このような水俣の自然環境に驚く一方で、水

俣病が水俣の人たちに与えた影響、そしてそ

れが今もまだ一部の人たちに暗い影を落と

していることに驚愕した。本実習で「あるも

の探し」をした時の一場面だ。私を含む学生

3 名と先生 1 名で水俣湾を訪れると 5 人のお

じいさんたちが釣りをしていた。私たちは早

速おじいさんたちにお話を伺おうと挨拶し

たところ、あるおじいさんが何も聞こえなか

ったような素振りを見せた。波の音で聞こえ

なかったのだろうと、さらに近寄ってもう一

度挨拶したが、これにも反応を示してくれな

かった。私たちは事前学習で水俣病が問題と

なった当時、水俣外部の人間とは話さないよ

うにした雰囲気があったと学んでいた。この

水俣湾でのエピソード以前はそれも昔のこ

とだろうと思っていたが、半世紀を超えた水

俣病の暗い影だったのかもしれない。 

 

本実習では前述したように様々な印象深い出来事があったが、一方で吉本地元学「あるも

の探し」は町おこしの手法という点でとても勉強になった。私は大学卒業後秋田の町おこ

しに繋がる仕事をしたいと常々思っており、この実習以前は秋田に住む人たちが欲しがる

秋田にないものを作ることが町おこしの一つの手法であると思っていた。これは吉本先生

の言葉をお借りするとすなわち「ないものねだり」だ。しかし本実習であるもの探しをし

て、水俣に住む人々でさえその価値を見落としていたあるものがどんどん見つかった。地

域の人たちの「私たちの町にこんなものがあったんだ！これってそんなに驚くようなこと

なの！？」といった反応に、将来の水俣のさらなる発展した姿が見えるようだった。本実

習で学んだあるもの探しを整理すると、ないものねだりは例えばその地域にない箱ものを

建てて人を集客する、高コストで地域住民をないがしろにしたトップダウン方式である。

一方であるもの探しは、地域にあるものを最大限に生かすことで、地域住民がその地域の

良さを再発見し、既にそこにあるものを利用するが故に低コストな、ボトムアップ方式で

あるといえる。 

 

今後、地元秋田で地域住民や外部の方々と一緒にあるもの探しをして、町おこしの第一歩

にしたいと思った。 



 
 

 

-------------------------------------------------------------------------------- 

山田 啓介（工学府・応用科学専攻・日本） 

今回初めて私はテレビや教科書で見たことのある水俣を訪れました。この実習へ行く前に

水俣で何が起きたかということを再度学びました。そのためか、水俣に着いてみると自分

が想像していたよりも町や海が綺麗で、また水俣の人々はとても明るく、優しい人が多い

ことに驚きました。あの公害が起きて、現在もなおその影響が続いているとは到底思えま

せんでした。しかし、実際は、未だ数多くの水俣病患者がいること、また市民の中には未

だ心を開かない方もいることを知りました。その当時を知る、水俣病患者で語り部でもあ

る杉本雄さんから、この水俣という地域で起こった凄まじい出来事についてお聞きするこ

とができました。この公害が起きた原因はチッソが大元ではあるが、実際には国家ぐるみ

で、高度経済成長のため、水俣湾周辺が犠牲になったこと、水俣付近において絶大な力を

持っていたチッソについて市民、町民は何も言えなかった現実、利益・不利益などの経済

的な理由による市民同士の対立、など数多くの不幸が起こったことを知りました。杉本さ

んはこのようなことが起きたにも関わらず、その失敗を生かさず現在経済のために、原子

力再稼働を行う国に対しひどく悲しい思いを感じているとおっしゃっていました。私も同

様に感じます。経済の発展か人命かどちらが本当に大切なものかを今一度確認するべきで

あると思いました。 

 

次に「地元学」について。これは特に自分にとって価値観が変わる講義、実習、体験でし

た。吉本さんと出会えることができ、とても自分の人生において良かったと感じます。私

が一番感銘を受けたことは、「ないものねだり」ではなく「あるものさがし」が大事であ

るということでした。これは今までの私の人生の中で考えたこともないような考え方でし

た。私論ですが、ある程度上の大学や大学院を目指してきた学生は、他の人に比べ、あれ

がないから補う、もしくはあれがほしいから頑張ってきたと考えます。私自身も向上心を



 
 

持つこと、ないものを得ることこそが重要であると考えてきたように思います。しかし、

今回の水俣実習において、「あるものさがし」の重要性を気づかされました。自分は周り

にあるものをきちんと把握しているか？自分にあるものを見てきたか？と。また関係がな

さそうに見えても、実は関係しているものが多いことがわかり、今後の活動において、無

駄だと考えることや手を抜くことをやめようと思いました。この水俣実習において、今ま

で本当に知らなかったことを知ることができて、大変良い経験になりました。水俣で出会

った方々、吉本さんなどに再びお会いしたいです。本当にありがとうございました。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

山本理博（工学府・応用科学専攻・日本） 

これまで「水俣」と聞くと、水俣病関連の暗いイメージしか思い浮かばないといっても過

言ではない。この実習では、水俣へ行き、そこに住む人々との対話を通して、水俣病とい

う事実があったことを確認し、地元の人々がそれにどう向かい合ってきたか、また、彼ら

が故郷の水俣を愛する心について、知ることができた。 

 

今回の実習で最も印象に残っている人物は、杉本雄さんである。杉本さんは、水俣病は「防

げたはずである」とはじめに断言された。その言葉がとても力強かった。杉本さんのお話

を伺って、いままで知らなかった歴史を、鮮明な当事者の目線で知ることができた。自分

はチッソを単純に悪だと思っていたが、杉本さんや水俣の人々は、最初は仲良く共存して

いたと聞いて驚いた。親密さが昂じた故に、水俣病がこんなにも大きな問題になってしま

ったのだろうか。杉本さんによれば、当初、この問題に真っ向からぶつかっていった人は

少なかったそうある。より大勢の人が抗議やデモを起こしチッソの力に屈しなければ、あ

れほど酷い状況に至らなかったのではないだろうか。チッソの対応には憤りを感じた。反

対や抗議を起こすと様々な手段で迫害される中、戦いを続けた杉本さんの強さは見習いた

い。たぶん、この強さは被災者の権利を守るためだけではなく、故郷の「水俣」を守りた

いという気持ちに支えられていたのだろう。 

 

またこの実習では「地元学」入門ができた。当初は、研究者が様々なデータを収集し活用

することで、地元のネットワークを形成する学問か、と漠然と考えていた。実際には、地

元の人主体で地元のためにする活動であり、自分の想像とは大きく異なっていた。また、

「あるもの探し」は大切なことだと感じた。地元に何があるか知れば、地元を好きになる、

大切に思う気持ちも強くなるだろう。出会った地元の人々は全員水俣が大好きで、それを

見ているだけでもいいところなのだなと感じることができた。「地元学」を体感すること

で、地元の人々が地域のどの部分を大切にし、どのようなつながりがあるのかを知り、地

域の特性を把握することができた。 



 
 

今回の実習を通じ、現場立脚型環境リーダーを目指す上で 2 つの事柄を学べた。1 つは、水

俣病を巡るチッソの対応やコミュニティの崩壊について。公害によって地域が内外から蝕

まれて行ったことを知り、公害防止の重大さを改めて感じた。もう 1 つは、どのように地

域を知るかということである。自分は新技術の開発研究に従事しているが、真に必要とさ

れる技術は、具体的な地域の実情に適し、地域に根ざした技術であろうと強く感じた。最

も望ましいのは、地域にあるものを活用した新しい技術や理論を提供することなのだと思

う。 

 

本実習では水俣という地域を巡って様々な背景の方々と直接お話しでき、自分にとってこ

のことが最も有意義であった。ここで得られた貴重な経験を、将来生かしてゆきたい。 

 
水俣湾埋立地「エコパーク水俣」  水俣湾恋路島を眺める魂石 

 
   嶋田とし子さん聞き取りのまとめ    杉本水産加工場から眺めた八代海 



 
 

5. 実習を通して学んだ地元学の「一心」 
及川洋征（国際環境農学専攻） 

 

今回、私は引率教員の一人として水俣地元学実習に同行させていただきました。ふだんは、

熱帯の途上地域、特に東南アジアの環境や農業の現場の問題を学んでおり、ここ５年間は、

JICA の補助金事業により、ベトナム中部の農村で炭を用いた環境保全型農業の技術普及の

お手伝いをしております。並行して、大学院の留学生と日本人院生、それぞれの研究テー

マに合わせた現地「調査」の方法論・考え方を助言する仕事に従事しております。 

 

以下では、今回の水俣地元学の実習を通じて新たに学んだこと、これからの生き方に役立

てたいと思ったことを紹介することで、お世話になった皆様に対する感謝の気持ちをお伝

えしたいと思います。 

 

１．地元学を学ぶ動機 

冒頭で現地「調査」と括弧つきで書きました。地元のことを地元の方々から学ぶ基本姿勢

のないまま、「研究」に都合のよい情報だけをさらっていこうとすることに対して、自責

の想いがあるためです。地元の方々にお会いする時に「○○の調査に来ました」となかな

かさらっとは言えないからです。現職に就くまでは、「研究」は基本的に自身の知的好奇

心を満たすためのものであり、たとえ学問的な大義を掲げていても、そのあとのこと、す

なわち地域社会への還元過程まで考えることは、正直なところ、ほとんどありませんでし

た。 

 

今回は、調査でも研究でもなく「地元学を学びに来ました」とさらっと言えました。私の

場合、水俣で学んだことをすぐにベトナムでの村おこしの仕事に役立てたいという下心を

持っていたからです。 

 

とはいえ、1 日 2 日の訪問では、長い地元学の取り組みの、ごく一部を体験させていただい

たものと理解しています。たとえ滞在期間は短くとも、吉本さん、福井さん、そして小里

さんからは、本実習の趣旨や参加者の多様性と偏りにご配慮頂き、盛りだくさんの地元学

実習プログラムを体験させて頂きました。明神を中心に水俣各地の方々にご参加・ご協力

を頂いたことも、まさに VIP 待遇の実習に感謝しています。 

 

２．地元中心で考える 

実習を終え、地元学とは何かを振り返りました。地元学とは「（外部者も参加できる）地

元住民による地元のための学びの手法」であると私なりに理解しました。何らかの対象を

明らかにしようとする地元「研究」ではなく、なぜ今、地元「学」なのでしょうか。それ



 
 

は、いかに人々を楽しく豊かにできるかを追求する学び合いだからだと考えました。もち

ろん「地元研究」というクールな地域分析の営みがあってもよいと思います。 

 

実習後、東京に戻り、ベトナムやインドネシアの農村に出張し、地元中心の考え方がます

ます強くなりました。私達の取り組んできた農学、森林学、環境学は、「地元農学」、「地

元森林学」、「地元環境学」のように、「地元」を強く意識して取り組まないと、研究報

告の域に留まり、なかなか地元での活動へ還元・フィードバックが行われにくいと思いま

す。実際、真理の探究を掲げ、客観性、再現性、普遍性に重点を置くアカデミズム、サイ

エンスの世界では、成果の情報発信は研究者向け学術雑誌であったり不特定多数の読者に

向けた一般誌であったりして、特定の「地元」に向けた、学者・研究者からの発信は、こ

れまでも決して多くはなかったように思います。私の周囲に関していうと、原発事故と津

波後の被災地復興に、ようやく「地元」の方々への成果還元を目指した研究活動が多くな

ってきたのではないでしょうか。 

 

３．地元学は、他の地域把握の手法と何が違うか 

ところで、水俣を訪問する前に、頂いた資料・集めた資料を用いて事前学習会を行い、学

生たち（特に日本語を読めない留学生たち）に英語で地元学の紹介をしました。地元学に

用いられる地域把握の方法は、地理学や地域研究の方法あるいは農村開発学における調査

手法と共通あるいは類似のものが多く含まれていると感じました。ただし、地元学は、よ

り実践的であり、成果物は地域活性化に活用されると理解しました。 

 

たとえば、地元学の資源マップづくりやインタビュー手法は、おおまかには社会環境調査

一般に共通するものだと考えます。地理学では、ある地域の実情を、特定の項目・事象に

焦点を当てて面的な広がりと時間軸の幅のなかで客観的に整理・描写しようとすることが

多いようです。地域研究も同様ですが、より主観的かつユニークな見方によって地域の固

有性を理解し描き出そうとしていると思います。 

 

他方、途上国の農村開発の現場では、農村迅速調査法（RRA）や参加型農村調査法（PRA）

が地元住民の協力によってしばしば行われます。その過程で資源マップがつくられ、村の

土地利用や生業等の変遷がさまざまな図表にまとめられます。これらの成果すなわち調査

報告書は、プロジェクト提案書の基礎資料として活用され、予算を握る政府や国際機関に

提出されます。もちろん地元の方々へのフィードバックや情報共有もできます。生のデー

タは現地語ですが、報告書が英語などの国際語で書かれると、調査成果は、地元に還元さ

れないことになります。こうした報告書は調査者側にとっては重要で、プロジェクト予算

獲得のため、あるいはプロジェクトの実施成果を説明するため、ベースライン（事前）調

査およびプロジェクト実施報告書等に活用されます。このように、同じ地域のなかで、地



 
 

域にあるものを調べる場合でも、それぞれの調査者が向いている方向は、必ずしも地元に

向いていません。予算・政策の決定権を握る中央政府や行政、国際機関であったり、同じ

分野の研究者仲間であったりします。 

 

社会調査一般の目的（事業のため、学術研究のため）を考えれば、ごく当たり前のことか

もしれません。プロジェクトありき、あるいは補助金事業ありきで地域おこしを考えると、

住民参加を謳いながら、いつの間にか地元の人たちの主体性は薄くなってしまい、外部団

体や政府・行政に頼るようになってしまうかもしれません。 

 

これに対し、地元学の基本姿勢は、常に、地元のために地元について調べまとめ、成果を

地元の方々にゆだねることだと理解しました。今回、外部者として地元学を学ぶ機会を頂

き、強烈に感じたことです。 

  

４．実習で学んだことをどう活かすか 

こうして、私も地元学実習に参加して、その基本姿勢を理解したつもりになりました。そ

こで次に、水俣で学んだあるもの探しの手法を用いて「私にとっての地元＝仕事」のため、

あるもの・できることをやってみております。 

 

東京の職場に戻り、8 月には、早速、水俣地元学の実習経験を大学院の集中講義「アジアの

開発と環境」「地域活性化特別講義」のなかで紹介しました。また、私どもが事務局を務

めるベトナムプロジェクトの対象村を、水俣実習に参加した大学院生の塚野桂さんが訪ね、

英語のできる現地スタッフを介して農家周りの有用植物マップをつくりました。農作業体

験や農村観光（ファームステイ、ビレッジウォークなど）にマップを役立ててもらえそう

です。同時に、私達自身、様々な有用植物の利用方法や栽培方法を教えてもらうことがで

きました。外部者である私達にとってもその土地にあるものを調べ、できることをやって

みると、研究のヒントにもなる一石二鳥の活動でした。 

 

その後、地域活性化実習に同行し、福島県の田村市の現地農家を見学しました。安全基準

を満たしていても、流通業者・消費者には以前の価格で買ってもらえない。風評被害を克

服し、地元にあるものを活用して地域を元気にしたい、そういう一心で地域おこしに取り

組んでいらっしゃる方々に出会い、学生達と教員が自由な発想で何ができるかを話し合い

ました。現在、学園祭での交流企画に取り組んでいるところです。 

 

9 月には、インドネシアの姉妹校への出張講義の際に、本学を修了し現地の大学に就職した

留学生に案内してもらい、水撃ポンプを設置して高台の集落に生活用水をくみ上げている

村や、オーガニックのヤシ砂糖生産組合を結成し生産者の生計向上に取り組んでいる村を



 
 

訪ねました。それぞれに自分たちの

活動・生産物を「あるもの」によっ

て改良し、地域内外に情報発信・販

売することで、さらに元気になろう

としていました。 

 

私達の学びの場は、世界各地に広が

っていて、楽しく学んで成果を地域

活性化に活用すること、地元学のス

キルをさらに磨いていけることを

実感しました。 

 

水俣では、これまで話せなかったい

ろんな思いを淡々とお話しになる

語り部の方々の姿とともに、そうい

った方々を私達のような外部者に

つなぐ仕事に携わっている方々か

らも力を分けて頂きました。 

 

今回、現地の皆様から頂いた元気を

もって、環境保全と農村開発に取り

組んでいる人々を紹介する間接的

な語り部として世界各地をあるき、

私達みんなにとっての「地元」をど

うしたら元気にできるかの一心で、

失敗をおそれず地元学に参加して

いく所存です。 

写真（上から） 
 水俣市立水俣病資料館玄関 
 エコパーク魂石から恋路島を

望む 
 水俣病センター相思社 遠藤

邦夫さんの講義 
 水俣病語り部 杉本雄さんか

ら話を聞く 



 
 

6. おわりに 
 

山田 祐彰（国際環境農学専攻） 

 

「ばななぼうと」に学生スタッフと

して参加した 1986 年 10 月、今回実

習の皆さんと同じ年頃に、船内で初

めて水俣の公害について詳しくお

話を伺う機会を得ました。その後、

修士課程を了え 1989 年から 3 年間、

NGO 活動推進センターに在職し、

この船の関係者と出会う機会が多

くありました。海外から NGO 職員

を招いた研修会のおり、参加者を一

度水俣へ案内したように思います。

印象に残っているのは、今回遺影を

仰ぐこととなった原田先生が、昼食

に刺身を注文されパクパク召し上

がるのを、参加者たちが不安そう

に眺めていた光景です（有明海産

だったからか、あるいは単に生魚

だったからかは、定かでありませ

ん）。 

 

 

写真（上から） 
 明神集落の畑で炎天下働く

方々よりお話を聞く 
 大矢ミツコさんのお宅にて 
 美しい海と緑に囲まれた明神

の畑仕事の憩い 
 全体コーディネーター小里ア

リサさんはじめ多くの地元学

リーダーのご指導のもと絵地

図を作成 



 
 

あれから四半世紀、東京農工大学ア

ジア・アフリカ現場立脚型環境リー

ダー育成プログラム（FOLENS）の

実習を企画することになり、二ノ宮

リム先生と相談しているうち、上述

NGO に共通の知己が多いことに気

づきました。かくして留学生と日本

人学生一緒に、若者を水俣に連れて

行きましょうという提案が実現に

向いました。公害で想像を絶する理

不尽な経験をされた方々が再び立ち

上がるための地元学まで、学びを深

めたいと考えたのですが、いま感想

文を読んでいると、水俣の皆様に辛

抱強いお付き合いをいただいたお蔭

で、一定の成果を挙げることができ

たと思われます。 

 

今後、留学生や日本人学生がどのよ

うな道に進んでも、今回のアツイ夏

の経験は事ある毎に思い出され、そ

れぞれの場にあって、これからの激

動の時代を生き抜く道標になってく

れるのではと存じます。お世話にな

った水俣の皆様に、心からお礼を申

し上げます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

写真（上から） 
 酷暑の中スイカで一息 
 農工大 OG 松本里実さん（水

俣市・桜野園）来訪 
 厳しく優しく地元学の神髄を

ご指導くださった提唱者の吉

本哲郎さん。最後に「みなさ

んのやったことが答え」 
 地元学まとめの発表を聞く 



 
 

 

  

写真（上から） 
 地元学まとめのグループ発表 
 発表には水俣の様々な方々に

おいでいただいた 
 吉永理巳子さんより講評。「地

元のことなのに知らないこと

がまだたくさんあることに驚

いた。ここが好きで住みよい

と言った人たちがいて嬉しか

った」 
 水俣市立水俣病資料館坂本直

充館長に成果提出 



 
 

7. 作成した地元学絵地図 

 

 



 
 

 

 



 
 

 

 



 
 

 

 



 
 

 

 



 
 

 

 



 
 

 

 



 
 

 

 



 
 

 

 



 
 

 

 



 
 

 

 
 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

8. 資料：世界の環境問題と社会・人（学生発表資料） 
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